
　10月24日（木）に養北こども園の園児と養北小学校の２
年生が、苗から大切に育ててきたさつまいもを収穫しまし
た。大きく育ったたくさんのさつまいもを見た子どもたち
は、高ぶる気持ちを抑えながら傷付けてしまわないよう慎
重に作業していました。
　同園と同校では、農業をとおして交流を図るとともに、
自然や食への理解を深めるためにコミュニティ・スクール
のサポーターにお力添えいただき、毎年、さつまいもや大
豆などを栽培しています。自分たちで育て、収穫し、食べ
ることにより、子どもたちの生命に対する責任や食への感
謝の気持ちを育んでいます。

　10月17日（木）に笠郷小学校の５年生児童が、地域住民と
農業者、西美濃農業協同組合職員などにより構成される笠
郷地区環境保全対策協議会の指導のもと、稲刈りと籾の脱
穀作業を体験しました。今回の授業では、鎌を使って稲を
刈り取り、千歯扱きや足踏み脱穀機によって脱穀を行うな
ど、手作業で収穫を体験しました。その後、コンバインへ
の乗車を体験することで、現在は稲刈りと脱穀作業を同時
に行うことができる便利な機械があることを教わりました。
　児童たちは稲作を通じて、農作物が自分たちの元に届く
までにはたくさんの人が関わっていることと自分たちの住
む地域の環境を保全していくことの大切さを学びました。
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　11月４日(月)に日吉地域自治町民会議主催の「養老町制
施行70周年記念　象鼻山フェスタ2024」が開催されました。
象鼻山の山頂と山麓を会場としたほか、フェスタ会場を
ゴールとしたウォーキングイベントも同時開催されました。
山頂では、クイズと養老かるたによって、楽しみながら象
鼻山古墳や地域に関する知識を深めました。山麓会場では、
バザーや養老鳶はしご登り保存会によるブースが開かれ、
象鼻山太鼓や日吉音頭などの踊り、高田中吹奏楽部による
演奏が披露され、会場を盛り上げました。
　また、10月26日（土）から11月４日（月）までの土・日曜
日と祝日に、町民会館で「めざめた　日吉遺跡」と題し、日
吉遺跡をテーマとした町文化財企画展示も行いました。
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　40年以上にわたり地域のために活動を継続してきた功績
が認められ、10月９日（水）に開催された赤十字奉仕団員の
つどいにおいて、日本赤十字社より金色有功章を授与した
町赤十字奉仕団の味田絹代委員長が、その報告をするため
に10月29日（火）に川地憲元町長を訪問しました。
　金色有功章とは、活動継続年数が20年以上で、かつ特に
功労顕著にして他の模範となる人や団体に対して、日本赤
十字社から贈られる最高位の表彰です。町赤十字奉仕団は
昭和58年に発足して以来、災害支援研修会やクリーン活動、
友愛訪問などの活動を続けています。また、同時に長年奉
仕団の活動に従事してきた団員も同時に表彰されました。

　第10回全国中学生フェンシング選手権大会の団体戦で優
勝したことを報告するために、10月10日（木）に桐山絢選
手と三輪楓華選手（ともに はしまモア所属）が川地憲元町
長を訪問しました。
　両選手は「団体戦の前に臨んだ個人戦では満足のいく結
果が残せませんでしたが、チームで声をかけ合って気持ち
を切り替え、団体戦で優勝することができたのでとても嬉
しいです」と笑顔で話してくれました。川地町長は「一生懸
命取り組んでいく中で、嬉しいことも悔しいこともあると
思いますが、これから先も更なる高みを目指してフェンシ
ングを続けていって欲しいと思います」と激励しました。

声掛け合って掴んだ優勝声掛け合って掴んだ優勝

　新潟県で開催される第32回全日本古希軟式野球大会に出
場する野村壽男選手と坂本光良選手（ともに 大垣シニア所
属）が、10月９日（水）に川地憲元町長を訪問しました。
　両選手は「古希を迎えましたが、自分らしくプレーでき
ています。また、野球を通じて人の輪も広がり、とても充
実しています。初戦から昨年の準優勝チームと対戦するの
で、気合いを入れて試合に臨み、１回戦を突破してさらに
良い結果を目指したいと思います」と抱負を語りました。
川地町長は「勝負は時の運といいますが、ぜひ勝ち上がり、
思い出に残る大会にしてください。良い報告を楽しみにし
ています」とエールを送りました。
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　10月14日（月）に町総合体育館にて、町フェンシング協
会主催の養老町制施行70周年記念フェンシング大会が開催
されました。養老町制の施行70周年を記念し、フェンシン
グの普及とレベルアップを目的として開催され、各部門で
予選リーグとトーナメントによって順位を決めました。
　出場選手を代表し、佐久間陽生さんの宣誓によって大会
が開幕し、全国各地から参加したたくさんの選手による白
熱した試合が繰り広げられました。この大会をとおして、
出場した選手たちは剣を交えることで腕を磨くとともに、
選手だけでなく、参加した関係者など、多くの人たちが親
交を深める機会となりました。

剣を交えて深まる親交剣を交えて深まる親交

　10月10日（木）に高田中学校の全校生徒を対象として「命
の大切さを学ぶ教室」（主催：岐阜県警察本部）が開催され
ました。「ながらスマホ」が原因で起きた交通事故により息
子を失った則竹崇智さんが講師となり、自らの体験から交
通事故の悲惨さや命の大切さについて語りかけました。則
竹さんが「今日があること、明日が来ることは当たり前で
はありません。日常に感謝し、毎日を大切にしてくださ
い」と訴えかけると、生徒代表は「今の日常や自分の命は当
たり前にあるものではないと感じ、ありがたさを再確認す
ることができました。今後はもっと命を大切にしていきた
いです」と誓いました。

日常に感謝し、命を大切に日常に感謝し、命を大切に

たか とし
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